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Abstract:ウイルス感染症治療薬の中で、核酸アナログはウイルス DNA/ RNA

ポリメラーゼ阻害薬として重要な位置を占めている。核酸アナログが抗ウ

イルス活性を示すためには生体内でトリリン酸化の代謝を受ける必要があ

るが、化学修飾された核酸アナログは 1 段階目であるモノリン酸化の代謝

を受けにくく、抗ウイルス活性を示さないことがある。これらを解決する

ため、我々はアデノウイルス感染症を標的とし、モノリン酸化を促進させ

る細胞を用いたスクリーニング系の確立と、スクリーニング結果より得ら

れたリード化合物を中心とした化合物合成を行っている。本講演では、こ

れらの研究について紹介する。 
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